
平成２５年３月１日現在

学 校 名 棟 名 構造（※１）
階
数

建築年月 延べ面積
二次診断（※2）

結果
Ｉｓ値（※3）

補強後Ｉｓ値 備 考

管理教室棟 ＲＣ造 ３ Ｓ５０．３ ２，３８０㎡ ０．４５ ０．７５ Ｈ２２耐震化済

特別教室棟 ＲＣ造 ２ Ｓ５０．３ ５２４㎡ ０．４３ ０．９５ Ｈ２２耐震化済

屋内運動場 Ｓ造 ２ Ｓ５３．２ ８３１㎡ ０．１４ ０．７５ Ｈ２３耐震化済

管理教室棟 ＲＣ造 ３ Ｓ５０．３ ２，３９７㎡ ０．４８ ０．７６ Ｈ２２耐震化済

屋内運動場 Ｓ造 ２ Ｓ５４．１ ８４２㎡ ０．８８ 耐震補強不要（Ｉｓ値０．７以上）

教室棟 ＲＣ造 ３ Ｓ４９．３ ２，６１１㎡ ０．３８ ０．７７ Ｈ２２耐震化済

管理教室棟 ＲＣ造 ３ Ｓ５５．３ １，７７０㎡ ０．５０ ０．７１ Ｈ２２耐震化済

屋内運動場 Ｓ造 １ Ｓ５１．１２ ７７７㎡ ０．８０ 耐震補強不要（Ｉｓ値０．７以上）

野木中学校
屋内運動場
（旧体育館） Ｓ造 ２ Ｓ４４．３ ９７４㎡ ０．４７ １．１３ Ｈ２４耐震化済

※2　　　二次診断…現場調査やコンクリート強度試験などにより耐震性を詳細に評価し、耐震化工事の方法を設計するために行ないます。

※3　　　Ⅰｓ値　建物の耐震性を判断するための数値（構造耐震指標）。値が大きいほど耐震性能が高い。

　　　　　国土交通省では、安全の目安としてⅠｓ値を０．６以上としています。

　　　　　なお、文部科学省では、学校としての特殊性と地域の避難場所としての機能を加味し、安全の目安をⅠｓ値０．７以上としています。

野木町立小中学校校舎・屋内運動場の耐震化状況

友沼小学校

佐川野小学校

南赤塚小学校

この表に記載されていない建物については、新耐震基準（昭和５７年以降建築）の建物であるため、耐震診断を実施していません。

※1　　　ＲＣ造　鉄筋コンクリート造　　Ｓ造　鉄骨造
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